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1 はじめに

1993年12月16日､沖縄県の宮古 ･八重山地域に ｢沖縄テレビ｣と ｢琉球

放送｣という沖縄本島に局社を持つ民放テレビ局が開局した｡ (本稿では

便宜上､地上波による民間放送を民放と呼び､有線放送は含まないものと

する｡)これは県が郵政省の補助を受け､ ｢先島地区民放テレビ放送難視

聴解消事業｣として取り組んだ結果である｡

宮古島は北緯24度から25度､東経125度から126度を結ぶ網目の中に位置

し､沖縄本島の南西およそ303kmにある｡宮古群島は八つの島 (宮古島､

池間島､大神島､伊良部島､来間島､下地島､多良間島､水納島)からな

り､群島の総面積は沖縄県総面積の約10分の1にあたる225平方キロメー ト

ルで､人口は約5万7千人､世帯数約 1万8千戸である｡宮古テレビは小

島である水納島､大神島 (両島合わせて人口100人未満)を除く全ての島

を放送エリアにしており､加入世帯は約9,600世帯で､普及率は54.0%で
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ある｡ちなみにNHKの受信契約世帯は衛星放送の契約者を含め約15,600

世帯あり､普及率は87.6%となっている｡(1)

当初､先島地区の難視聴解消事業は第3セクター方式が検討されたが､

県主体の公共事業へ変更となった｡事業総額は約32億円で､海底ケーブル･

マイクロ波回線施設に関しては県が3分の1を負担し残りを国が負担､テレ

ビ放送中継施設については国が2分の1､県が3分の1､残りを民放事業者が

負担した｡ (図1-1)

図 1-1 補助率及び経費の標準負担割合

海底ケーブル･マイクロ波回線施設

国2/3 沖縄県 1/3

テレビ放送中継施設

国 1/･/2 沖縄県 1/3
民放事業
者 1/ 6

出典 :沖縄県 ｢先島地区民放テレビ放送難視聴解消事業概要｣

沖縄本島でテレビの民間放送局が開局したのは1960年であるから､宮古

や八重山のいわゆる先島地区では本島に30年遅れて地上波の民放が視聴可

能となったことになる｡先島地区の中で本島に最も近い宮古島でも300km

以上離れているため通常の放送方法では電波が届かない｡先島地区でテレ

ビ放送が視聴できるようになったのは1967年に沖縄放送協会 (OHK)が

録画による混合編成番組の異時再放送を開始 してからである｡1975年から

はNIIK総合テレビジョンが電電公社 (現 NTT)の専用回線である海底ケー

ブルを利用して宮古島まで番組を伝送 し､同島の中継局から八重山地区へ

は放送波中継方式により放送を行なった｡今回の民放開局は､NTTの新

たな海底ケーブル敷設計画に県が途中から参加し､光ファイバーケーブル

の3システムのうちのひとつを使用することにより可能となった｡沖縄本

島の豊見城送信所 (NHKと民放の共同所有)から糸満市米須にある陸揚

室まではマイクロ回線を使用 し､米頚から宮古島の平良市山川陸揚室まで
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は海底ケ-ブル､そこから平良中継局まではマイクロ波回線を使い､その

後6カ所の中継局が地元に放送をしながら島伝いに放送波を中継していく｡

(図1-2)

宮古島と石垣島の中継局に対 しては1972年に周波数使用計画により民放

が使用するVHF2チャンネルの割当が行われていたが､FM等の外国波の

混信が増えていることから､これらの干渉を防ぐためにUHFによる放送

となった｡そのため､それぞれの島にある有線放送 (CATV)の加入者は

費用負担増もなく民放2チャンネルの再送信が視聴できるが､非加入者は

UHF用のアンテナを新たに購入 しなければ民放が見れないことになった

出典 :沖縄県 ｢沖縄県先島地区民放テレビ放送
軽視聴解消事業資料｣

宮古地区では地上波以外の民放テレビに関しては､1978年に有線放送局

である宮古島有線テレビ株式会社 (以下､宮古テレビ)が開局し､地域住

民に民放番組の異時再送信サービスを始め､現在に至っている｡石垣島も

同様に石垣ケーブルテレビが存在する｡従って､先島地域においては､C

ATV局が住民の民放視聴ニーズに応える役割を果たしていたのである｡

CATVが民放番組を放送 しているとはいえ､宮古の市町村長会が民放開

局の要請を繰り返し行うなど､住民は地上波による民放の視聴を長年望ん

でいた｡今回の民放開局を伝える地元新聞 (『宮古毎日』 『宮古新報』)
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の紙面には ｢情報過疎地域の解消｣や ｢民放の同時放送一圏域の活性化に

どう生かすか｣という見出しが掲げられ､両紙とも1993年度の宮古10大ニュー

スの トップにこの開局を挙げている｡ (2)

先島における民放開局のキーワー ドは ｢情報格差の是正｣である｡離島

ゆえの情報格差は､様々な面においてみられるが､テレビ放送における

｢情報格差｣とは本島と比較して情報量が少ないことと､民放の番組に関

しては情報のタイムラグあるということを示す｡ (3)

CATVによる民放番組のサービス開始､さらに通信衛星 (CS)による

番組配給をCATVが受けることにより､ ｢格差｣に対する不満の比重は､

見られる番組が少ないという量的な問題より､タイムラグに対する不満と

いった質的な問題に移っていったように思われる｡

2 研究の目的と方法

本稿は筆者も参加して1991年に行った ｢宮古島における多チャンネル化

と住民意識の変容｣研究 (以下91年調査と略)<宮城 他､1993>におい

て課題として残された宮古テレビ視聴者のCATVへのニーズに関する後続

調査の結果をまとめたものである｡民放開局前の91年の調査では宮古テレ

ビは民放番組を再送信する ｢基盤情報｣メディアとしての存在価値が大き

いと推測された｡同局はこの他にもロ-カルメディアの側面と ｢特化情報｣

メディアの側面を合わせ持つが ｢基盤情報｣メディアである民放が開局し

た場合､宮古テレビの存在価値が改めて問われ､そして明らかになると考

えられた｡ (4)

今回行なった調査はCATV視聴者のメディア利用とメディア評価をもと

に宮古の人々の情報行動と情報欲求を明らかにすることを目的とした探索

型の調査であり､91年調査の後続調査ではあるが､民放が定着した後の住

民意識の変容研究に先立つパイロット･スタディの要素も合わせ持つもの

である｡

調査方法は宮古テレビ加入者名簿から系統的抽出 (等間隔抽出)に基づ
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き調査対象者500人を抽出し､1994年9月上旬に調査票を用いた郵送法によ

り回答を得た｡名簿上の不備もあったため､実際のサンプル数は494人､

有効回答数は143票､有効回答率は28.9%であった｡調査対象者の基本的

属性は表2-1のとおりである｡
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今回の調査は宮古テレビの加入者台帳をもとにしたため､被調査者の属

性にある種の偏りがみられる上に､郵送法の常である低回答率のため､本

サンプルが宮古テレビ視聴者の母集団を代表しているとは言い難い｡しか

しながら､回答者の75%がCATVへの加入決定者であること､また5年以

上の長期加入者が71.3%であることから､本サンプルからCATVの今後を
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予測する上で有益な知見が得られると思われる. (表212､表2-3)

蓑2-2 表2-3

〈自分が加入決定者か)

はい 108(75.5)

いいえ 35(24.5)

(加入期間)

1年以内 5(3.5)

1-2年 5(3.5)

2-3年 13(9.1)

3--5年 18(12.6)

5年以上 102(71.3)

実数 (%)

3 結果と考察

3-1 視聴と満足

宮古テレビへ申し込んだきっかけを尋ねた91年調査では ｢たくさんのチャ

ンネルが見られる｣ (35.0%)が最も多く､次いで ｢最新の情報が得られ

る｣ (13.3%)となっている｡これは他の質問とのクロスから特化情報志

向ではなく､NHK以外の民放志向である可能性が示唆された｡また､最

も関心のあるテレビ番組として ｢全国ニュース｣ (19.9%)､ ｢宮古のニュー

ス｣ (17.3%)が挙げられたが､これはテレビ番組一般に関する質問であ

り､これらの結果と宮古テレビに対する評価との関連については未調査の

ままであった｡今回の調査では､宮古テレビへ加入して何が最も良かった

と思うかとの質問に対しては ｢宮古のニュースが見られる｣が56.6%と､

つぎに多い ｢スポーツ番組が見られる｣ (14.7%)を大きく上回った｡

(表3-1)

これはローカル情報源としての宮古テレビに対する評価が高いことを示す

ものである｡加入の際は都市型CATVのイメージで多チャンネル､最新情

報に魅力を感じていたものの､実際には映画や海外ニュースが見られるこ

とよりも宮古ローカル情報を得られることに価値を兄いだしていると考え

られる｡
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〈宮 古 テ レ ビ に 加 入 し て 良 か つ た 点 〉

宮 古 の ニ ュ ー ス が 見 ら れ る 81(56.6)
ス ポ ー ツ 番 組 が 見 ら れ る 21(14.7)
映 画 が 見 ら れ る 9(6.3)
バ ラ エ テ ィ ー 番 組 が 見 ら れ る 7(4.9)
ドラ マ が 見 ら れ る 5(3.5)
郷 土 芸 能 番 組 が 見 ら れ る 5(3.5)
海 外 ニ ュ ー ス が 見 ら れ る 3(2.1)

ワ イ ドシ ョ ー が 見 ら れ る 2(1.4)

音 楽 番 組 が 見 ら れ る 2(1.4)
ア ニ メ が 見 ら れ る 1(0.7)
良 か つ た こ と は な い 0(0.0)
そ の 他 0(0.0)

実数 (%)

このことは有料チャンネルへの非加入者が71%にのぼることからも伺え

る｡さらに良くみるチャンネルとして挙げられたのはNIIK総合 (51.0%)､

琉球放送 (35.7%)､宮古テレビ9CH (32,9%)､沖縄テレビ (32,2%)

であり､その他のチャンネルを挙げたものはいづれも7%以下となってい

る｡(複数回答)｡宮古テレビの資料によると､有料チャンネルへの加入者

は全体の1割にも満たない｡ (5) 91年調査でもNHX､宮古テレビ自主チャ

ンネルの視聴が多く､今回はそれに民放が加わる結果となった｡ (表3-2､

図3-1)

蓑3-2

(有料チ ャンネルへの加入) (MA)

加入 していない 102(71.3)

NHK衛 星放 送 24(16.8)

スターチ ャンネル ll(7.7)

WOWOW 8(5.6)

衛 星 映 画劇 場 6(4.2)
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図3-1 くよく見るチャンネル〉 (MA)
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NHKがよく見られているのは長年の視聴習慣とサンプルの年齢が高い

ことにあると思われる｡また､ここに挙げられている宮古テレビ9CHは､

2チャンネルある自主チャンネルのひとつで､自主制作したローカル番組

もあるがテレビ朝日･日本テレビなど民放キー局の番組も独自編成で放送

している｡NHKの次に民放3局がほぼ同じ程度見られているが､宮古の

ニュースが見られることを評価する者が6割近くいるにも関わらず､自主

チャンネルのチャンネルロイヤリティが特に高いというわけではない0

また､宮古テレビに対する満足感を推測する指標として､コス ト感を問

う質問したところ､視聴にかかる費用 (加入料 ･視聴料)を ｢高いと思う｣

との回答が62.2%と､ ｢適正だと思う｣ (30.1%)を大きく上回った｡

宮古テレビの視聴を続けるかという問には､ ｢たぶん続ける｣ (41.3%)､

｢続ける｣ (35.7%)と､計77%の者が視聴契約を継続するであろうと答

えている｡また､加入決定と視聴継続とのクロス結果から､加入決定者は

ど契約を継続したいと考える傾向があることが分かる. (図3-2､表3-3)

これはx2(4)-13.65,P(.01で有意な関連であり､また､加入決定者はど

視聴コス トを ｢適正｣だと捉える傾向にある. (x2(2)-6.33,P(.05)

(蓑3-4) また､上記のことから当然のことながら､コス トを ｢適正｣
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だと評価するものほど､契約の継続を望んでいる｡ (3 2-(8)21.85,P(.0

1) (表3-5)

図312

0 10 20 30 40 50% 0 10 20 30 40 50%

蓑3-3 表側 (SA):自分が加入決定者か × 表頭 (SA) =契約の継続

合 計 芳雪を庶 忘だ宝鮒 諾 ん鮒 - する わからない 不 明

全 体 (100.0) (35.7) (41.3) (10.5) (1.4) (9.1) (2.1)

は い 108 43 46 8 8 3
(100.0) (39.8) (42.6) (7.4) (7.4) (2.8)

い い え 35 8 13 7 2 5

実数 (%)

表 3-4 表側 (SA) :自分が加入決定者か × 表頭 (SA) :コスト感

合 計 高 い と思 う 義正 だと思 う 分か らない 不 明

全 体 143 89 43 11(1(カ.0) (62.2) (30.1) (7.7)

は い 108 61 37 10(100.0) (56.5) (34.3) (9.3)

い い え 35 28 6 1(1(刀.0) (80.0) (17.1) (2.9)

実数 (潔)

表3-5 表側 (SA) :コスト感 × 蓑頭 (SA) :契約の継続

合 計 若君 を庶 完蓋話芸 宗字宝解 触 する 抄 らない 不 明

全体 143 51 59 15 2 13 3
(100.0) (35.7) (41.3) (10.5) (1.4) (9.1) (2.1)

高いと思う
(100.0) (28.1) (42.7) (16.9) (2.2) (9.0) (1.1)

適正だと思う 43 23 18 - 2(leo,0) (53.5) (41.9) - (4,7)

分からない 11 3 3 - 3 2
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視聴契約の継続に関して91年調査と今回の結果を比較すると､表3-6の

ようになる｡

91年調査より今回の方が契約継続希望者が若干増えているが､先述のと

おり､サンプルの属性が異なるため､単純にはいえない｡今回は7割以上

が ｢自分が加入決定者｣であることからこのような結果になったと思われ

る.なお､x2検定の結果､性別とコス ト感 ･加入決定に有意な関連はみ

られなかった｡91年調査よりも加入決定者 (加入決定権を有していると考

えられる老)が多い今回の調査の方が実際の視聴契約の動向を推測する上

では有効であろう｡ちなみに91年調査では民放開局後に ｢解約する｣ ｢解

約するかもしれない｣と答えたものが35.9%だったにも関わらず､実際の

解約率は6%～7%程度だという｡ (6)

表3-6 く宮古テレビとの視聴契約〉

91年 94年

契約を続ける 26.3(41) 35.7(51)

契約を続けると思う 30.1(47) 41.3(59)

解約すると思う 15.4(24) 10‥5(15)

解約する 20.5(32) 1.4(2)

わからない ※ 9.1(13)

※項目なし %(実数)

では､住民待望の民放に対する宮古テレビ視聴者の評価はどのようなも

のであろうか｡ ｢民放が開局して最も良かったこと｣は何かとの問に対し

て ｢本島と同時視聴ができる｣ (51.7%)と ｢本島と同じ内容の番組が見

られる｣ (20.3%)と回答したものがその他の回答よりとび抜けて多い｡

(図3-3)
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図3-3 民放が開局してもっとも丘かった点
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つまり､既に宮古テレビに加入していて自主チャンネルで民放の様々な

番組を視聴してきた者にとって､今回の民放開局は､民放の番組が見られ

ること自体に魅力があるのではなく､本島や東京とタイムラグ無く番組が

見られるということに対して ｢良かった｣と考えている｡ ｢本島と同時視

聴｣ ｢本島と同内容｣ ｢ニュースが見られる｣に共通してみられるのは､

テレビ放送に関しては沖縄本島と同じ情報環境になったということへの喜

びである｡かつて民放の番組を異時再送信のみに頼っていた頃は､本島民

放局の夕方のローカルニュースが宮古では翌日の昼前に放送されるなど､

視聴者にとってはタイムラグを痛感させられることが多かった｡これまで

もニュース番組があったにもかかわらず､第3位に ｢ニュ-スが見られる｣

が挙げられているのは以上のような状況が解消されたことへの評価と思わ

れる｡

民放の開局を評価する人々には本島との格差を解消すること自体を重視

する層と､多様な番組を見られることを評価する層があると思われる｡そ

こで､格差是正派は､地理的条件によって生じる格差が民放の開局により

解消されつつあると感じているとの仮設をたて､検証してみた｡ ｢民放が

開局してもっとも良かったと思うこと｣への回答を ｢同時視聴 (できる)｣

｢同内容 (の番組が見れる)｣ ｢多様な番組 (が見られる)｣に分類し､
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民放の開局により､沖縄本島あるいは日本本土との認知上の距離が縮まっ

たかを検討した結果が表3-7と表3-8･図3-4である｡

表 3-7 表側 (SA) :丘かった点 (民放) × 蓑頭 (SA) :本島が身近

合 計 そう思う F,'三吉言責 Lt.'三屋誓言 三う肋 な わからない 不 明思う 思わない

全体 143 83 38 7 10 2 3
(10).0) (58.0) (26.6) (4,9) (7.0) (1.4) (2.1)

同時視聴 74 43 23 2 3 1 2
(1〔0.0) (58.1) (31,1) (2.7) (LI.1) (1.4) (2.7)

同内容 29 18 9 1 1
(100.0) (62.1) (31.0) (3.4) (3.4)

多様な番組 31 16 4 4 6 1

実数 (%)

蓑 3-8 表側 (SA) :良かった点 (民放) × 蓑頭 (SA) :本土が身近

合 計 そう思う Lt,'三吉誓言 F三三.諾 三 三う肋 な わからない 不 明思う 思わない

全休
(100.0) (Ll3.4) (29.4) (ll.2) (ll,2) (2.I) (2.8)

同時視聴 74 33 30 2 6 1 2
(10).0) (44.6) (40.5) (2.7) (8,1) (1.4) (2.7)

同内容 29 9 8 6 3 1 2
(1(nO) (31.0) (27.6) (20.7) (10.3) (3.4) (6.9)

多様な番組 31 13 3 8 6 1

合 計 (% )

同 時 視 聴 覚

同 内 容

多様な番組

----- /,
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同時視聴と同内容を評価する ｢格差是正｣派のほうが､ ｢番組重視｣派

よりも民放開局により本島 ･本土を身近に感じる傾向にある｡本島の場合

はZ2(8)-18.68,P(.05で有意関連があり､本土の場合はx2(8)-22.75,P

(.005で非常に高い関連がある｡

情報を含め様々な格差が生じる原因は宮古島の地理的位置による｡ ｢情

報格差が無い｣ことに価値をおく人々は､民放が開局し､本島や本土と同

時に同じ内容の番組が視聴可能となったことで､情報格差が減少したと感

じた｡情報格差がなくなると感じることが､格差の原因であった本島や本

土との物理的足巨離を認知上とはいえ縮めることになったと考えられる｡

今回は民放が開局して間もない時期の調査ということもあり､このよう

な結果となったが､時間が経過するにつれ､ ｢同時 ･同内容｣が当然とな

り､それ以外の番組内容に対する要望や批判などが多く出るであろう0

それに関連して民放番組の影響に､宮古テレビの視聴コス トが ｢高い｣

と感じている者はど ｢民放の開局により､将来､こどもに悪い影響が出る

と思う｣傾向があるという結果が得られた｡換言すれば､宮古テレビに満

足している者はど民放番組が子供に悪影響を与えるとは思わない傾向にあ

るということである｡ (x2(8)-16.08,P(.05) (表3-9)

表3-9 表側 (SA):コスト感 表頭 (SA) :子供に悪影響

合 計 そう思う 三三忘誓言 …器 三 三う肋 な わからない 不 明思う

全体 (1CX).0) (ll.2) (15.4) (22.4) (39.9) (8,4) (2.8)

高いと思う (lCX).0) (14.6) (20,2) (20.2) (37.1) (4.5) (3,4)

適正だと思う 43 3 2 11 21 5 1
(1(刀,0) (7.0) (4.7) (25.6) (48.8) (ll.6) (2.3)

分からない 11 2 3 3 3
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民放開局に対する視聴者の意識とメディア評価 (比嘉)

3-2 メディア依存と評価

各種の社会情報についてマス ･メディアが役立っているかを尋ね､次に

各情報に関して最も役立つメディアを挙げてもらった｡後者の結果を示 し

たのが図3-4である｡なお､本島県紙とは 『琉球新報』と 『沖縄タイムス』

を､宮古地元紙とは 『宮古毎 日』と 『宮古新報』をさす｡

図3-5

① 台風情報を知るのに役立つ N-1430 10 20 30 40 50 60 70%

宮古テレビ 203
民放 E三ヨ49
宮古地元紙 00
本島県紙 00
役立たない 00
不 明 E:::ヨ56

② 宮古の政治経済を知るのに役立つ N-1430 10 20 30 40 50%

NHK E≡:ヨ 35

宮古テレビ

民放 田14

宮古地元紙

本島県紙 El07

ラジオ 807

役立たない Eヨ14

不 明 ⊂二二]4.9

(卦 買 物 に 役 立 つ N-1430 10 20 30 40%

NHK 00

宮古テレビ 119

民放 [=:=::=:::::=:コ9.1

宮古地元紙

本島県紙

ラジオ

役立たない

不 明

E≡ヨ35

[コ1.4
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図3- 5

④ l 住民の生活を知るのに役立つ 】 N-143
0 10 20 30 4050%

NHK 0.0
宮古テレビ [二二
民放 □1.4

本島県紙 0.0
ラジオ 0.0

役立たない [:=ヨ3.5
不 明 ⊂二二二二二二]11.2

⑤ 誰に投票するか決めるのに役立つ
0 10 20

N-143
3040%

NHK [‡ヨ21

民放 0.0

本島県紙 [=コ2.8
ラジオ 0.0

不 明 l･...･p㌻･=:二 J.】7.7

⑥ 選挙の開票結果を知るのに`立つ N-143
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90%

NHK 00.7
宮古テレビ E.･
民放 0.0
宮古地元紙 [:=コ6.3
本島県紙 □1.4
ラジオ 0.0

役立たない ロ2.1
不 明 [=コ5,6

図3-5

⑦ 県内の出来事を知るのに役立つ
0 10 20

NHK

N-143

30 40%

宮古テレビ [コ1.4
民放 = 二二=
宮古地元紙 ⊂コ 2.1
本島県紙 l ･

ラジオ [=]2.1
役立たない 0.0
不 明 卜 . 14.9
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⑧ l 国内の出来事を知るのに役立つ I N-143
0 10 20 30 40 50 60 70%

NHK 64.3

宮古テレビ 日07
民放 [二 二 ::::::::= :::::コ16.8
宮古地元紙 807
本島県紙 ⊂二二二二コ11.9
ラジオ 00
役立たない 00
不 明 E:=ヨ56

⑨ 世界の出来事を知るのに役立つ N- 143

0 10 20 30 40 50 60 70 80%

NHK
宮古テレビ ロ14
民放 ⊂:=:::コ 9.1
宮古地元紙 00
本島県枇 [::二二]7.7
ラジオ 007
役立たない 00
不 明 E三三]70

⑩ 息抜きに役立 つ
N-143

74.1

0 10 20 30 40 50 60%

NHK 卜::守:‡･==≡･.･≡=~.∴==163
言古与tビ [二二二二二コ 11.2
民放

宮古地元紙 [コ2.1

本島県紙 E:コ3.5

下 明 [二二二コ7.7

メディアが最も役立っていると評価されているのは ｢台風情報を知る｣

(｢そう思う｣86%)､ ｢選挙の開票結果｣ (同66.4%)､ ｢県内の出来

事を知る｣ ｢国内の出来事を知る｣ (それぞれ同65.7%)の順で､逆にメ

ディアは役だっていないと評価されているのは ｢買物｣ (｢そう思わない｣

39.9%)､ ｢誰に投票するか決める｣ (同39.2%)となっており､明らか

に情報の摂取はメディアに依存し､意志決定を伴う事柄に関してはメディ

ア以外のパーソナルな影響力が働いていることが伺える｡ちなみに1980年

に宮古の主婦を対象に実施された琉球大学の調査によると6割の者がテレ
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どのCMが買物や生活に役だっていると答えたものの､実際の購買行動で

は ｢影響を受けていない｣と答えるものが4割､ ｢影響を受けている｣､

｢わからない｣がそれぞれ3割近くと分散してる｡<宮城 ･保坂､1981:

126>

次に役立っメディアであるが､ ｢台風情報｣ ｢国内の出来事｣ ｢世界の

出来事｣を知る上ではNHXの評価が高い｡しかし､ローカル情報となる

と宮古テレビと地元紙である 『宮古毎日』 『宮古新報』の評価が高くなる｡

例えば､宮古の政治 ･経済を知る上で役立っのは ｢宮古テレビ｣ (46.9%)

と ｢宮古の地元紙｣ (40.6%)であり､宮古の人々の生活を知るのに役立

つのもまた ｢宮古の地元紙｣ (44.1%)と ｢宮古テレビ｣ (39.9%)であ

る｡宮古テレビが最も役立っとされているのは ｢市長選挙や市議選挙の開

票結果を知る｣ (83.9%)際であり､ローカル放送局の速報性が評価され

ている｡ちなみに宮古地域内の選挙の際は選挙事務所からの申し込みも含

めて宮古テレビの加入件数が増えるという｡

市長選や市議選で誰に投票するか決めるのには､先に見たようにメディ

アへの依存は低く､ここでも ｢役立たない｣が32.9%であるが､ ｢宮古の

地元紙｣ (28.0%)が ｢宮古テレビ｣(26.6%)と同様､ある程度は役立っ

ているとの評価を受けている｡また､買物に役立っているのは ｢宮古の地

元紙｣ (31.5%)で､ ｢宮古テレビ｣ (ll.9%)よりも評価は高い｡民放

は ｢県内の出来事を知る｣ (39.9%) ｢息抜き｣ (53.8%)に関して他の

メディアより役立つとされている｡

メディア評価 (役立ち度)のクラスター分析結果をデンドログラムで表

したのが図3-5である｡

図 3-6

(クライスター分析 -一 基単 : ウォー ド法 〉
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民放開局に対する視聴者の意識とメディア評価 (比嘉)

まず始めに ｢国内の出来事を知る｣､ ｢世界の出来事を知る｣と ｢県内

の出来事を知る｣がひとつのクラスターをつくる｡((王x2))これは宮古の

住民にとって生活圏外の社会情報に対するメディア評価である｡ ｢台風情

報を知る｣と ｢市長選や市議選の開票結果を知る｣がクラスターを形成し

ている｡ (③)これは宮古圏内のパーソナルな影響を受けない即時性が重

視される社会情報に対するメディア評価を表す｡クラスター④は宮古の人

の生活に関連した情報 (｢宮古の政治について知る｣ ｢宮古の人々の生活

を知る｣)に対するメディア評価､､また⑤は意志決定に影響を与える情

報 (｢買物をする｣ ｢市長選や市議選で誰に投票するか決める｣)に対す

るメディア評価であり､他とやや異質な ｢息抜きに役立っ｣と併合されて

クラスター⑥となり､さらにクラスター⑤と併合されて⑦となる｡クラス

タ-⑦はメディア以外のパーソナルな影響をうける可能性もある生活情報

に関するメディア評価であり､(卦を併合すると宮古圏内の社会情報に関す

るメディア評価になる｡図3-5のデンドログラムと図3-4で示した ｢役立

つメディア｣から以下のことが考察されよう｡生活圏外の情報に関しては

NHX,民放､本島の県紙が役立っと評価され､意志決定と関連が薄く即時

性を求められる宮古圏内の情報を知るには宮古テレビとNHKが評価され

ている｡また､政治を含めた宮古の生活情報は宮古テレビと地元紙が役立

ち､意志決定を伴う買物や投票に関してはメディアは役立っているとの評

価は少ないものの､宮古の地元紙と宮古テレビが若干の評価を受けている｡

以上のことから人々は意識的にではないにせよ情報の性質に応じてメディ

アを使い分けていることが伺える｡

4 おわりに

宮古テレビ社長の藤村明憲氏は民放開局に伴う同社の経営合理化の一環

として人員削減と共に自主制作の規模縮小を計画しているとの考えを示し

ており､ローカル番組は継続して制作するものの､これからは従来のマス･
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コミ意識を捨て､番組サプライヤーに徹 しなければならないことを強調し

ている｡ (7,｢とにかく生きることが先決だ｣とのことだが､同氏が指摘す

るような ｢若年層が少なく､新 しいものにとびつかない農村型｣社会にお

いて都市型多チャンネル志向が果 して宮古のCATV視聴者に現時点で魅力

となるのであろうか｡

本稿で考察したように､宮古テレビに対して視聴者が求めるのは ｢宮古

ロ-カル民放｣としてのCATV局である.映画や音楽専用チャンネルは今

のところそれほど求められてはいない｡宮古唯一の ｢民放｣ではなくなっ

た現在､ロ-カル情報を視聴者のニーズに合わせて自主制作しながら､特

化情報への人々の関心が高まるのを待つしかないであろう｡民放が開局し

たことは特に若年層における特化情報への志向をより加速することに結果

的にはなるかもしれないo民放開局による情報環境の変化が及ぼす若年層

への影響は今後の研究課題となろう｡

｢情報格差の是正｣ ｢多チャンネル化｣政策が結果的にはローカル情報

メディアを窮地に追い込む現状をみると､手放 しで ｢情報化｣を喜ぶこと

はできない｡この種の ｢情報化｣は離島の住民やその生活にどの様な影響

を与え､いかほど有益なのであろうか｡本島と宮古間の放送用回線が本島

からの ｢下り｣専用であることが象徴的なことのように思えてならない｡

<注釈>

(1)NHKの資料はNHX宮古事務所の統計資料による｡県宮古支庁発行の

｢宮古概観｣1992年より

(2)『宮古毎日新聞』 1993年12月28日｡ 『宮古新報』1993年12月29日｡

(3)宮古テレビの場合､本島の民放と東京のキー局の番組がビデオパッケー

ジで空輸され､独自に編成 して半日から1-2週間遅れで異時再送信

している｡このタイムラグに対して住民の間には不満の声がある｡こ

の件に関しては<宮城 他､1993:75>を参照｡
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民放開局に対する視聴者の意識とメディア評価 (比嘉)

(4)｢基盤情報｣とは公共情報 ･一般情報を指 し､ ｢特化情報｣とは視聴

者のより個人的噂好に合致 した専門的情報をいう｡

日本民間放送連盟研究所偏 ｢2000年の放送ビジョンー多チャンネル,時

代の視聴者と民放｣

(5)1993年12月現在｡

(6)宮古テレビ藤村明憲社長へのインタビュー.

(7)1994年6月13日､著者とのインタビュー｡同様の発言は同年6月25日に

琉球大学で行われた日本マス ･コミュニケーション学会でもなされた｡

<文献>

宮城悦二郎 ･保坂贋志 ,1981年, ｢宮古島における民放 (CATV)導入

とその影響一主婦の購買行動を中心に-｣,琉球大学法文学部紀要社会学

篇第24号

宮城悦二郎 ･保坂贋志 ･藤田高弘 ･音好宏 ･比嘉要,1993年, ｢宮古島に

おける多チャンネル化と住民意識の変容｣,琉球大学法文学部紀要社会学

第第35号

沖縄県先島地区の民放テレビジョン放送等の難視聴の実態及びその対策に

関する調査研究会,1991年, ｢沖縄県先島地区の民放テレビジョン放送等

の難視聴の実態及びその対策に関する調査研究会報告書｣

日本民間放送連盟研究所,1991年, ｢2000年の放送ビジョンー多チャンネ

ル時代の視聴者と民放｣,コ-ケン出版
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単 純 集 計 結 果

Ql 性別

1) 罪

2) 女

不 明

Q2 年齢

4) 40-49歳

5) 50-59歳

6) 60-69歳

30-39歳

70歳 以上

20-29歳

19歳 以下

不 明

Q3 生まれ

1)宮 古地 区

2) 県 内 (宮 古以外 )

4) その他

3) 本土

不 明

.4
)

ー

)

)

)

)

)

ー

)

)

ー

)

Q

2

1

7

12

4

3

9

6

11

5

10

8

職 業

専門技術職

管理職

農業

その他

販 売 サー ビス業

事務職

j=*

商工 自営

無職 失業 中

明

職務

生

業

労

学

漁

不

2 7 1

(N-143)

(SA)
107(74.8)

35(24.5)

1(0.7)

(SA)
46(32.2)

31(21.7)

25(17.5)

21(14.7)

12(8.4)

6(4.2)

2(1.4)

0(0.0)

(SA)
127(88.8)

8(5.6)

4(2.8)

3(2.1)

1(0.7)

(SA)
24(1 6.8)

19(13.3)

16(ll.2)

16(ll.2)

14(9.8)

ll(7.7)

ll(7.7)

ll(7.7)

10(7.0)

6(4.2)

2(1.4)

1(0.7)

2(1.4)



民放開局に対する視聴者の意識とメディア評価 (比嘉)

Q5 加入期間

5) 5年以上

4) 3-5年

3) 2-3年

2) 1-2年

1) 1年以内

不 明

Q6 自分が加入決定者か

1) はい

2) いいえ

不 明

Q7 テレビ視聴時間

3) 2-3時間

4) 3-4時間

2) 1-2時間

5) 4-5時間

6) 5-6時間

7) 6時間以上

1) 1時間未満

不 明

Q8 良かった点 (宮古テレビ)

4) 宮古のニ ュース

1) スポー ツ番組

5) 映画

3) バ ラエテ ィー番組

2) ドラマ

10) 畑土芸能番組

7) 海外 ニ ュース

9) ワイ ドシ ョー

6) 音楽番組

8) アニメ

ll) 良か った ことはない

13) その他

不 明

(SA)

102(71.3)

18(12.6)

13(9.1)

5(3.5)

5(3.5)

0(0.0)

(SA)

108(75.5)

35(24.5)

0(0.0)

(SA)

43(30.1)

38(26.6)

25(17.5)

15(10.5)

12(8.4)

8(5.6)

2(1.4)

0(0.0)

(SA)

81(56.6)

21(14.7)

9(6.3)

7(4.9)

5(3.5)

5(3.5)

3(2.1)

2(1.4)

2(1.4)

1(0.7)

0(0.0)

0(0.0)

7(4.9)
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琉球大学法文学部紀要 地域･社会科学系篇 創刊号

Q9 コス ト感

1) 高いと思 う

2) 義正だ と思 う

4) わか らない

3) 安 いと思 う

不 明

QIO 有料チャンネルへの加入

1) 加入 していない

2) NHK衛星放送

4) ス ターチ ャンネル

5) WOWOW

3) 衛星映画劇場

不 明

Qll よく見るチャンネル

7) NHK&%

3) 琉球放送

8) 宮古テ レビ(NTV他)

1) 沖縄 テ レビ

5) CSN

9) 宮古テ レビ(字8制作

6) スーパ ーチ ャンネル

10) 朝費 ニ ュース ター

ll) GAORA

14) NKH衛星第 1

2) スポー ツアイ

12) スペース シ ャワー

4) NHK教 育

18) WOWOW

15) C-15NHK衛星第2

17) C-17スターチ ャンネル

13) MTV

16) C-16衛星劇場

不 明
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(SA)

89(62.2)

43(30.1)

ll(7.7)

0(0.0)

0(0.0)

(MA)

102(71.3)

24(16.8)

ll(7.7)

8(5.6)

6(4.2)

10(7.0)

(MA)

73(51.0)

51(35,7)

47(32.9)

46(32.2)

10(7.0)

10(7.0)

9(6,3)

8(5.6)

8(5.6)

5(3.5)

4(2,8)

2(1.4)

2(1.4)

2(1.4)

1(0.7)

1(0.7)

1(0.7)

0(0.0)

2(1.4)



民放開局に対する視聴者の意識とメディア評価 (比嘉)

Q12 良かった点 (民放)

7) 本島と同時視聴

4) 本島と同内容

6) ニ ュース

2) ワイ ドシ ョー

1) バ ラエテ ィー番組

8) アニメ

9) 良か った と思 うことは ない

10) その他

5) 音楽番組

3) 映画

不 明

Q13 契約の継続

2) たぶん契約続ける

1) 契約 を続 け る

3) たぶん解約す る

5) わか らない

4) 解約す る

不 名

(SA)

74(51.7)

29(20.3)

15(10.5)

9(6.3)

4(2.8)

1(0.7)

1(0.7)

1(0.7)

0(0.0)

0(0.0)

9(6.3)

(SA)

59(41.3)

51(35.7)

15(10.5)

13(9.1)

2(1.4)

3(2.1)

Q14 台尻情報を知るのにメディアは役立つ (SA)

1) そ う思 う 123(86.0)

2) どち らか といえばそ う思 う 15(10.5)

3) どちか らといえばそ う思わ ない 2(1.4)

4) そ う思わ ない 1(0.7)

5) わ か らない 0(0.0)

不 明 2(1.4)

Q15 宮古の政治経済を知るのにメディアは役立つ (SA)

1) そ う思 う 76(53.1)

2) どち らか といえばそ う思 う 46(32.2)

3) どちか らといえばそ う思わ ない 6(4.2)

4) そ う思わ ない 5(3.5)

5) わか らない 4(2.8)

不 明 6(4.2)
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Q16 買物をするのにメディアは役立つ

4) そ う思わ ない

2) どち らか といえばそ う思 う

3) どち らか といえばそ う思わ ない

1) そ う思 う

5) わか らない

不 明

Q17 住民の生活を知るのにメディアは役立つ

2) どち らか といえばそ う思 う

1) そ う思 う

3) どち らか といえばそう思わ ない

4) そ う思わ ない

5) わか らない

不 明

Q18 投票決定にメディアは役立つ

4) そ う思わ ない

2) どち らか といえばそう思 う

1) そ う思 う

3) どち らか といえばそ う思わ ない

5) わか らない

不 名

Q19 開票結果を知るのにメディアは役立つ

1) そ う思 う

2) どち らか といえばそ う思 う

3) どち らか といえばそう思わ ない

4) そ う思わ ない

5) わか らない

不 明

(SA)

57(39.9)

30(21.0)

26(18.2)

14(9.8)

6(4.2)

10(7.0)

(SA)

50(35.0)

47(32.9)

25(17.5)

12(8.4)

(5(3.5)

4(2.8)

(SA)

56(39.2)

29(20.3)

26(18.2)

24(16.8)

6(4.2)

2(1.4)

(SA)

95(66.4)

37(25.9)

4(2.8)

3(2.1)

2(1.4)

2(1.4)

Q20 県内の出来事を知るのにメディアは役立つ (SA)

1) そ う思 う

2) どち らか といえばそ う思 う

3) どち らか といえばそ う思わ ない

4) そう思わ ない

5) わか らない

不 明
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94(65.7)

38(26.6)

5(3.5)

2(1.4)

1(0.7)

3(2.1)



民放開局に対す る視聴者の意識とメディア評価 (比嘉)

Q21 国内の出来事を知るのにメディアは役立つ (SA)

1) そ う思 う 94(65.7)

2) どち らか といえばそ う思 う 32(盟,4)

4) そ う思わ ない 8(5.6)

3) どち らか といえばそ う思わ ない 5(3.5)

5) わか らない 2(1.4)

不 明 2(1.4)

Q22 世界の出来事を知るのにメディアは役立つ (SA)

1) そ う思 う 89(62.2)

2) どち らか といえばそ う思 う 36(25.2)

4) そ う思わ ない 7(4.9)

3) どち らか といえばそ う思わ ない 6(4.2)

5) わか らない 2(1.4)

不 明 3(2.1)

Q23 息抜きにメディアは役立つ (SA)

2) どち らか といえばそ う思 う 55(38.5)

1) そ う思 う 50(35.0)

4) そ う思わ ない 16(ll.2)

3) どち らか といえばそ う思わ ない 13(9.1)

5) わか らない 6(4.2)

不 明 3(2.1)

Q24 台風情報を知るのに役立つ

1) NHK

2) 宮 古 テ レビ

6) ラ ジオ

3) 民放

5) 本 島県紙

4) 宮古地元紙

7) 役立 たない

不 明
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(SA)

87(咲).8)

29(20.3)

12(8.4)

7(4.9)

0(0.0)

0(0.0)

0(00)

8(5.6)
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Q25 宮古の政治経済を知るのに役立つ (SA)

2) 宮古テ レビ

4) 宮古地元紙

1) NHK

3) 民放

7) 役立た ない

6) ラ ジオ

5) 本 島県紙

不 明

Q26 買い物をするのに役立つ

4) 宮古地元紙

7) 役立た ない

2) 宮古テ レビ

3) 民放

5) 本島県紙

6) ラ ジ オ

1) NHK

不 名

Q27 住民の生活を知るのに役立つ

4) 宮古地元紙

2) 宮古テ レビ

役立た ない

民放

本 島県紙

ラ ジオ

NHK

不 明

Q28 投票決定を知るのに役立つ

7) 役立た ない

4) 宮古地元紙

宮古 テ レビ

本 島県紙

NHK

ラ ジオ

民放

不 明

- 2 77-

67(46.9)

58(40.6)

5(3.5)

2(1.4)

2(1.4)

1(0,7)

1(0.7)

7(4.9)

(SA)

45(31.5)

35(24.5)

17(ll.9)

13(9.1)

5(3.5)

2(1.4)

0(0.0)

26(18.2)

(SA)

63(44.1)

57(39.9)

5(3.5)

2(1.4)

0(0.0)

0(0,0)

0(0.0)

16(ll.2)

(SA)

47(32.9)

40(28.0)

38(26.6)

4(2.8)

3(2.1)

0(0.0)

0(0.0)

ll(7.7)



民放開局に対する視聴者の意識とメデ ィア評価 (比嘉)

Q29 開票結果を知るのに役立つ

2) 宮 古 テ レビ

4) 宮古地元紙

7) 役 立た ない

5) 本 島県紙

1) NHIく
6) ラジオ

3) 民放

不 明

(SA)

120(83.9)

9(6.3)

3(2.1)

2(1.4)

1(0.7)

0(0.0)

8(5.6)

8(5.6)

Q30 県内の出来事を知るのに役立つ (SA)
3) 民放

5) 本 島県紙

1) NHK

4) 宮古地元紙

6) ラジオ

2) 宮古 トレビ

7) 役 立た ない

不 明

57(399)

49(34.3)

22(15.4)

3(2.1)

3(2.1)

2(1.4)

0(0.0)

7(4.9)

Q31 国内の出来事を知るのに役立っ (SA)

1) NHK 92(64.3)

3) 民放 24(16.8)

5) 本 島県紙 17(ll.9)

4) 宮古地元紙 1(0.7)

2) 宮古 てれ ぴ 1(0.7)

6) ラジオ 0(0.0)

7) 役 立た ない 0(0.0)

不 明 8(5.6)

Q32 世界の出来事を知るのに役立つ (SA)

1) NHK
2) 民放

5) 本 島県紙

2) 宮古 テ レビ

6) ラジオ

4) 宮古地元紙

7) 役 立た ない

不 明
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106(74.1)

13(9.1)

ll(7,7)

2(1.4)

1(0.7)

0(0.0)

0(0.0)

10(70)
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㍊

)

)

)

)
ー

ー

ー

Q

3

2

7

6
1

5

4

朗

)

I

)

)

)

Q

1

2

5

3

4

息抜きに役立つ

民放

宮

役

舌テ レビ

なた立 い

ラ ジオ

NHK

本島県紙

宮古地 元紙

不 明

宮古に住みたい

そ う思 う

(SA)
77(53.8)

16(ll.2)

12(8.4)

10(7,0)

9(6.3)

5(3.5)

3(2.1)

ll(7.7)

(SA)

97(67.8)

どち らか といえばそ う思 う 25(17.5)

わか らない 7(4.9)

どち らか といえばそ う思わ ない 6(4.2)

そ う思わ ない

不 明

Q35 基盤施設が劣る

1) そ う思 う

2) どち らか といえばそ う思 う

3) どち らか といえばそ う思わ ない

4) そ う思わ ない

5) わか らない

不 明

誠

ー

ー

)

ー

ー

Q

1

2
3

4

5

73

)

ー

)

)

)

Q

4

3

1

2

5

宮古の文化はすぼらしい

そ う思 う

どち らか といえばそ う思 う

4(2.8)

4(2.8)

(SA)
64(44.8)

38(26.6)

19(13.3)

12(8.4)

5(3.5)

5(3.5)

(SA)
59(41.3)

41(28.7)

どち らか といえばそ う思わ ない 22(15.4)

そ う思わ ない 8(5.6)

わか らない 7(4.9)

不 明 6(4.2)

宮古の人は劣る (SA)

そ う思わ ない 93(65.0)

どち らか といえばそ う思わ ない 22(1 5.4)

そ う思 う

どち らか といえばそ う思 う

わか らない

不 明
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10(7.0)

8(5,6)

5(3.5)

5(3.5)



民放開局に対する視聴者の意識とメディア評価 (比嘉)

Q38 宮古情報をもっと知りたい

1) そう思 う

2) どちか らといえばそう思 う

4) そう思わ ない

3) どち らか といえばそ う思わ ない

5) わか らない

不 明

Q39 本島が身近になった

1) そ う思 う

2) どち らか といえばそ う思 う

4) そ う思わ ない

3) どち らか といえばそ う思わ ない

5) わか らない

不 明

Q40 本土が身近になった

1) そう思 う

2) どち らか といえばそう思 う

3) どち らか といえばそう思わ ない

4) そう思わ ない

5) わか らない

不 明

Q41 民放開局で子供に悪影響がでる

4) そ う思わ ない

3) どち らか といえばそう思わ ない

2) どち らか といえばそ う思 う

1) そ う思う

5) わか らない

不 明

Q42 宮古文化は残る

1) そう思 う

2) どち らか といえばそう思 う

3) どち らか といえばそう思わ ない

5) わか らない

4) そ う思わ ない

不 明
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(SA)

71(49.7)

40(28.0)

ll(7.7)

10(7.0)

4(2.8)

7(4.9)

(SA)

83(58.0)

38(26.6)

10(7.0)

7(49)

2(1.4)

3(21)

(SA)

62(43.4)

42(29.4)

16(ll.2)

16(ll.2)

3(2.1)

4(2.8)

(SA)

57(39.9)

32(盟.4)

22(15.4)

16(ll.2)

12(8.4)

4(2.8)

(SA)

50(35.0)

39(27.3)

23(16.1)

13(9.1)

12(8.4)

6(4.2)


